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図１：レジストレーション精度の評価実験：(a) 実験に使用した CT，MRI データならびに提
案手法によるレジストレーション結果，(b) 従来手法との精度比較 

















法の有効性を確認する．実験データとして図１(a) の上段に示す頭部 CT, MRIデータを各一個用




果であり，CT-MRI 間の変形が正しく補正されていることが分かる．平均計算時間は Mattes ら
の手法が 749 sec.，Studholmeらの手法が 2,382 sec.，提案手法が 67 sec.であり，精度と速度の
図２：遮蔽検出の結果：(a) 被験者 A, (b) 被験者 B, (c) 被験者 C（上段：自然遮蔽のみ，中段：
人工遮蔽（小）あり，下段：人工遮蔽（大）あり） 
表１：各手法の認証誤り率[%] 
認証手法 修復手法 自然遮蔽 人工遮蔽（小） 人工遮蔽（大） 
LBP 
修復無し 21.89 34.96 45.15 
FR-PCA 20.67 26.33 43.96 
FW-PCA 20.67 24.85 40.23 
POC 
修復無し 4.22 14.72 35.76 
FR-PCA 4.10 11.26 28.69 
FW-PCA 4.00 11.20 23.08  














蔽修復手法として，FW-PCA (Fast-Weighted Principal Component Analysis) に基づく遮蔽修復
手法を開発し，遮蔽領域を伴う顔画像に対しても，位相限定相関法による高精度な顔認証を実現
できることを実証する． 
図２は FW-PCA に基づく遮蔽修復結果である．従来の修復手法である FR-PCA (Fast-Robust 
PCA)では遮蔽領域の未検出が目立つ一方，FW-PCA では大部分が検出されていることを確認で
きる．表１は，一般に公開されている顔画像データベースを用いて認証率を評価した結果である．
従来の顔認証手として LBP (Local Binary Patterns) に基づく手法を利用している．表１では，
位相限定相関法と FW-PCA を組み合わせた提案手法が最も高い認証率を示しており，提案手法
の有効性を確認できる． 
 
第６章 結言 
以上，本論文では，生体画像処理の中でも医用画像処理とセキュリティ向け画像処理に着目し，
双方の分野に対して位相限定相関法に基づく体系的な技術開発を行った．医用画像処理において
は，ボリュームレジストレーションに対して位相限定相関法を応用し，従来手法に比べて精度と
計算時間の両面における性能向上を達成した．セキュリティ分野においては，顔認証に対して位
相限定相関法を応用し，様々な環境変化にロバストかつ従来手法にくらべ高精度な顔認証アルゴ
リズムを提案した．今後，本論文における生体画像処理技術をさらに発展させるために取り組む
べき課題として，より広範な医用画像や身体的特徴に対して位相限定相関法の有効性を検討して
いく必要がある． 
 
